
別紙２ 

登所許可証が必要な感染症一覧表 

＜医師が記入した登所許可証が必要な感染症＞                            ＜医師の診断を受け、保護者が記入する登所許可証が必要な感染症＞ 

病名 潜伏期間 主症状 登所の目安  病名 潜伏期間 主症状 登所の目安 

インフルエンザ 1～4 日 

突然の高熱や倦怠感、食欲不振、関

節痛、咽頭痛、頭痛、咳、鼻水など

の全身症状。 

発症後５日を経過し、かつ解熱した

後３日を経過するまで 
溶連菌感染症 ２～５日 

発熱、のどの痛み、全身の発しん。 

舌が苺状に赤く腫れる。 

抗菌薬内服後 24 時間～48 時間が

経過していること 

マイコプラズマ肺炎 ２～３週間 

激しい咳と発熱。熱が下がっても、

咳が長引く。肺炎に移行することが

多い。 

発熱や激しい咳が治まっているこ

と 

新型コロナウイルス感染症 

 発熱や悪寒、だるさや咳、鼻水、頭

痛などの風邪症状や嗅覚、味覚障

害。 

発症日を０日目として５日を経過

し、かつ、症状が軽快した後１日を

経過するまで 

※無症状感染者の場合は、検体接種

日を０日目として、５日を経過する

こと 

リンゴ病（伝染性紅斑） １０～２０日 

発しん（両頬がりんごのように紅く

なり、続いて手足にも出現）、関節

痛、かぜ症状。妊娠中に感染すると

まれに胎児に影響が出る事がある。 

全身状態が良いこと 

（発しん時は既に感染力は消失し

ている） 

百日咳 7～10 日 

鼻水や咳など、風邪のような症状で

始まり、よくなるころから咳がしだ

いに強くなる。 

咳は夜間に多く出る。 

特有の咳が消失し、全身状態が良好

であること（抗菌薬を決められた期

間服用する。７日間服用後は医師の

指示に従う） 

ウイルス性胃腸炎 

（ノロウイルス） 
１～2 日 

下痢、腹痛、嘔吐、吐き気。 嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段

の食事がとれること 

ウイルス性胃腸炎 

（ロタウイルス） 
１～3 日 

下痢（白色便、水様便）、腹痛、嘔吐、

発熱が見られる。大量の水様下痢で

脱水に陥りやすい。 

嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段

の食事がとれること 

はしか（麻疹） 8～12 日 

発症初期には、高熱、咳、鼻水、結

膜充血、目やになどの症状がみられ

る。いったん熱は下がるが、再度高

熱が出て、口の中に白いブツブツ

（コプリック斑）ができる。その後

全身に発しんが出る。 

解熱後３日を経過してから 

ヘルパンギーナ ２～４日 
高熱、のどの痛み（のどが赤く腫れ

て口内に発しんができる） 

解熱し口腔内の発しんの影響がな

く普段の食事がとれること 

RS ウイルス ４～6 日 
発熱、鼻水、咳、喘鳴（ｾﾞｰｾﾞｰ、ﾋｭ

ｰﾋｭｰといった呼吸）、呼吸困難など。 

呼吸器症状が消失し、全身状態が良

いこと 

おたふくかぜ 

（流行性耳下腺炎） 

２～３週間 

  程度 

頬の片側または両側、顎の下辺りが

腫れる（耳下腺、顎下腺、舌下腺）。

発熱、頭痛、食欲低下、筋肉痛、け

ん怠感、首の痛みなど。 

腫れが出現してから５日を経過し、

かつ全身状態が良好になってから 
とびひ（伝染性膿痂疹） ２～１０日 

虫刺されやあせもを搔きこわすこ

とから始まることが多い。 

患部を触った手で体の他の場所に

触れると感染が広がる。 

患部を外用薬で処置し、浸出液がし

み出ないようガーゼ等で覆ってあ

ること 

三日はしか（風疹） 14～21 日 発熱や発しん、リンパ節の腫れなど 発しん（ぶつぶつ）が消失してから 

突発性発しん 約１０日 

3 日程度の高熱の後、解熱するとと

もに紅斑が出現し、数日で消えてな

くなる。 

解熱し、機嫌が良く、体調が良いこ

と 

水ぼうそう（水痘） 10～21 日 

全身にポツポツと赤い発しんや水

ぶくれが現れる。水ぶくれ部分のか

ゆみ。 

すべての発しんがかさぶたになっ

てから 

   

プール熱（咽頭結膜炎） 

【原因ｳｲﾙｽ：ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ】 
2～１４日 

のどの痛み、目の充血や発熱、頭痛、

食欲不振。 

主な症状が消え、２日経過してから 

流行性角結膜炎 

【原因ｳｲﾙｽ：ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ】 
5～１４日 

さらさらした目やに、涙が出る、充

血、まぶしいなど。 

感染力が非常に強いため、結膜炎の

症状が消失してから 

結核 
3 ヶ月～ 

数10 年 

慢性的な発熱、咳、疲れやすさ、食

欲不振。 

感染のおそれがなくなってから 

腸管出血性大腸菌感染症 

(0157、026、0111） 

10 時間～ 

６日 

水様下痢便や腹痛、血便。 治療が終了し、４８時間をあけて連

続2 回の検便で無菌を確認 

 

＊保育中に体調の変化（発熱・下痢・嘔吐等）があった場合は、連絡させていただきます。 

 感染予防の為、別室にて待機しています。なるべくお早めにお迎えをお願いいたします。 

＊感染症ではなくても、熱が37.5℃以上の場合や、下痢・嘔吐があった際は登所を控え自宅で静養して下さい。 

 発熱した場合は、解熱後24 時間経過してから、下痢は普通便になったのを確認してから、嘔吐は吐き気が 

治まってから２４時間経過後に登所して下さい。 

＊尿・便・血液・嘔吐等の汚れ物は、感染予防のため洗わずにお返しとなります。 

☆ 表に記載がないものは、学童クラブにお問い合わせください ☆ 


